
セミナー：
国際問題化する石炭支援～国際交渉の最新

動向とJBIC投融資事業の実態～

フランス・パリで開催されるCOP21（国連気候変動枠組条約第21回締約国会議）が11月末に迫る中、温室効果ガスを
大量排出する石炭火力発電への公的支援のあり方が注目されています。

先進国34か国が加盟する経済協力開発機構（OECD）では、海外の石炭火力発電に対する公的支援の規制について、
現在、議論が行なわれています。規制導入を支持する米国、英国、フランス、ドイツ等に対し、日本は規制導入に反対し
続けています。9月末、非OECD加盟国である中国が海外の石炭火力発電への公的支援について「厳格な管理」の実施を
表明したことから、日本の対応変化を求める国際社会の声は一段と高まってきています。

また、国際協力銀行（JBIC）は、海外の石炭関連事業に対して投融資を行う世界最大の公的金融機関となっています
が、日本の「クリーン・コール」技術導入の謳い文句とは裏腹に、環境破壊、公害、人権侵害など「クリーン」でないJBIC支
援事業の問題点が、インドネシア、ベトナム、インドなどの住民・NGOから指摘されています。

本セミナーでは、OECDの交渉（11月16日～20日）を目前に控え、石炭火力発電への公的支援を巡る議論の動向と
JBICの支援事業の実態を紹介し、日本政府の政策のあり方について、参加者の皆様と議論できればと思っています。ぜひ
ご参加ください。

【申込方法】FoEのウェブサイトより申込下さい。(http://www.foejapan.org/aid/jbic02/batang/evt_151111.html)
【協力】350.org Japan, Fair Finance Guide Japan, 
【問合せ先】 FoEJapan 波多江 hatae@foejapan.org, 03-6909-5983 / JACSES 田辺 jacses@jacses.org 03-3556-7325 
【プログラム（予定）】

「海外の石炭火力発電への公的支援に関するOECD交渉の最新動向」
田辺有輝／「環境・持続社会」研究センター（JACSES）スタッフ

「インドネシアにおけるJBIC支援事業の問題～バタン、チレボン、タンジュン・ジャティBの3つの現場より～」
波多江秀枝／国際環境NGO FoE Japan委託研究員

質疑応答・ディスカッション

【主催】

日 時 2015年11月11日（水）
18:30～20:30 

会 場 主婦会館３F会議室
（JR四ツ谷駅2分）

参加費 500円 （主催団体会員は無料）


